























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ヒタミンA ヒタミノB ヒタミノD ヒタミノ@　K マク不ノウム カルノウム





」 」 ? 」
EARRDAUL AI　　　UL AI　　　UL A玉 EA只　　獄）A AI DGiト眠） UL A玉 σL EAR　　RDAEAR．　RDA　　ULAl　　　UL
食：種 1生別年齢（歳） （碁9尺E） （μgRE） （鉾9只E） （μ9）　　（緋9） （μ9）　　（｝匙9） （μも） （m9）　　（mg） （m9） （mg） （mg） （mg） （m9） （“9）　　（越9） （“9）　　（越も）　　（μ9） （m9）　　（1ng）
常食　2200男性 18～29 つ50 7）0 3000 9　　　　　800 5　　　　　50 75 290　　　　」40 9⑪0 650 2300 1⑪50 3500 35　　　　　40 20　　　　　25　　　　300 40　　　　　11
給与t木悪目樺輩 550 750 3000 9　　　　800 5　　　　う0 　　　75
¥
290　　　340900 650 2300 1050 3500 35　　　40 20　　　25　　　30040　　　　11
，　　　　　　　　　　　　　中
↓
レ 州 9 ゆ 卜 刈 炉　　　　　　　　　　　　ナ ← 中
↓
卜 → ←　　　　　　　　　　　　　卓 ゆ ト 噂2000男甦 蓋8～29 550 750 30⑪o 9　　　　　800 5　　　　　r⑪ 75 つ90　　　　34◎ 9GO 650 2300 1050 3500 35　　　　　40 20　　　　　25　　　　300 40　　　　　U
男糾 30～49 550 750 3000 8　　　　　800 5　　　　　50 75 ，10　　　　370 6う0 600 2300 10）0 3500 35　　　　　40 20　　　　　25　　　　320 40　　　　　H
給与禾養鰍懸軍 550 750 3000 9　　　　800 5　　　　50 7⊃ 3三〇　　　370 900 6⊃G 2300 1050 3500 35　　　　40 20　　　25　　　30040　　　　11
7　　　　　　　　　　　　T ■ r 、 ， T　　　　　　　　　　　　　　マ r 雪 「　　　　　　　　　　　　　甲 7 干 マ 「 写 了　　　　　　　　　　　　ア 7 r 雪1800男1生 18～29 ）50 750 ⊃OGO 9　　　　　80⑪ ）　　　　　｝0 7、 つ90　　　　，4⑪ 900 650 2300 三〇50 3500 35　　　　　40 20　　　　　り5　　　　300 40　　　　　U
男性 30～49 550 7）0 3000 8　　　　　800 ）　　　　　50 7） 3iO　　　　370 6⊃⑪ 600 2300 io50 350⑪ 35　　　　　40 20　　　　　25　　　　320 40　　　　　11
男性 50～69 500 700 3000 9　　　　　800 5　　　　　50 7、 290　　　　3琴0 70⑪ 60⑪ 23⑪0 1050 3500 30　　　　　35 20　　　　　つ5　　　　300 40　　　　　11
女性 18～29 400 600 3000 8　　　　　60G ）　　　　　、o 昏。 230　　　　2フ◎ 700 600 2300 900 3500 2⊃　　　　　30 15　　　　　20　　　　2博0 35　　　　　11
給一基木’養餅触叢 550 750 3000 9　　　　600 う　　　　）0 7） 3玉0　　　370 900 650 2300 io50 3500 35　　　40 20　　　　25　　　24040　　　　1豆
T　　　　　　　　　　　　｝
? r 「 ? T　　　　　　　　　　　　マ r 「 「　　　　　　　　　　　　甲 T r ? P 「 「　　　　　　　　　　　　7 ? r ?i600男1生 50～69 500 700 3000 9　　　　　800 ）　　　　　50 7） つgo　　　　3）o 700 6GO 2300 …050 3500 30　　　　　35 20　　　　　25　　　　300 4⑪　　　　　ll
解悟 70以上 450 65⑪ 3⑪00 7　　　　　700 ～　　　　　ro 75 ウ呑0　　　　31⑪ 750 600 2．00 1000 3500 25　　　　　30 20　　　　　25　　　　270 舜O　　　　　ll
女性 豆8～29 4⑪G 6⑪o 3000 8　　　　　60G ）　　　　　50 60 230　　　　り70 700 60⑪ 2300 900 3500 25　　　　　30 15　　　　　20　　　　つ40 35　　　　　11
女轡 30～49 450 600 3000 8　　　　　700 ）　　　　　、0 6⊃ 240　　　　つ只。 60G 600 2300 900 3500 25　　　　　30 15　　　　　20　　　　つ50 35　　　　　11
窺μ臨与栄養目揮韻 500 700 3000 9　　　　600 5　　　　）0 乃 290　　　3き◎ 750 600 2300 1050 3500 30　　　　35 20　　　　25　　　24040　　　11
τ　　　　　　　　　　　r
? r 、 「 「門　　　　　　　　　　了 r 「 r　　　　　　　　　　「層 ? T ? 「 「 τ　　　　　　　　　　「門 T 「 「1400男観 70以ヒ 450 650 3000 7　　　　　700 5　　　　　50 7） 260　　　　♪1⑪ 7．0 600 2300 iOOO 3500 25　　　　　30 20　　　　　25　　　　270 40　　　　　U
女1生 18～29 購00 600 30GO 8　　　　　600 5　　　　　、0 60 230　　　　η⑪ 700 600 つ300 goo 3500 25　　　　　30 15　　　　　20　　　　240 35　　　　　1i
女性 30～49 450 600 30GO 9　　　　　7⑪G 、　　　　　う。 6｝ 240　　　　りδ0 60⑪ 600 2300 900 3500 25　　　　　30 15　　　　　20　　　　250 35　　　　　U
女性 50～69 4）0 600 3000 S　　　　　700 ⊃　　　　　、0 6つ つ40　　　　29G 70G 60⑪ り3GO 900 3500 25　　　　　30 15　　　　　20　　　　250 35　　　　　11
女ド｝ 70以L 40⑪ 550 3000 7　　　　　6GO 、　　　　　う0 6） 220　　　　り？o 6⊃0 r5⑪ 2300 900 舗00 20　　　　　25 15　　　　　20　　　　230 35　　　　　U








1200女川 50～69 4）0 600 3000 鷲　　　　　700 ⊃　　　　　5⑪ 6⊃ つ40　　　　290 700 6⑪0 2300 900 3500 25　　　　　3⑪ 15　　　　　20　　　　250 35　　　　　11
女性 70以あ 400 ）50 300G 7　　　　　600 、　　　　　～⑪ 6） 22⑪　　　　270 650 、50 2300 900 3500 20　　　　　25 15　　　　　20　　　　230 35　　　　　H
1隅仏与木養匪キ等釘蟹 450 600 3000 8　　　　600 5　　　　）◎ 6⊃ 240　　　29070G 600 2300 900 3500 25　　　30 15　　　20　　　23035　　　　11

















女姓 70以上 400 ）50 ，0⑪G フ　　　　　600 う　　　　　50 6） 220　　　　270 6き。 ）～o 2300 9⑪0 3500 2⑪　　　　　25 15　　　　　2⑪　　　　230 35　　　　　11
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鷺AR　　RI）A君AR　　勲DAUL £AR RDA 謬も EAR． RDAUL 琶A衰 RDAUL EA決 RDAUL EAR£AR OG　推奨DGii隈）　　G限）
食種 『1別令齢（戚〉 （mも）　　（搬9） （mも）　　（mg） （mg） （mδ） （滋｝♂） （雛皐） （搬9） （羅9） （m9） （払乱9） （μ9） （罫9） （終9） （移9） （越9＞ （m9） （9） （落）　　（mg） （mg）　　（mg）
D食　2200男†’！　18～29 6r　　　　　7） 50 ⑪6 ⑪8 lo s 9 30 25 30 45⑪ 9、 15⑪ 3000 600 15 10本‘1毎　　20⑪0 2800　　　3500
給与禾養ll拶鼠 65　　　75 ⊃0 06 08 更0 8　　　　つ 9 30 2） 30 450 95 150 3000 600 玉5 1G藩、讃】　20002800　　3500
申 ， レ
↓
卜 申 争 ｝ ト → 伊 申 ゆ 卜 殉 ヒ　　　　　　　　　　　　「 伊　　　　　　　　　　　　申 噸　　　　　　　　　　　　　　　卜2000男権　　18～29 6r　　　　7r ）0 ⑪6 09 Io 8 9 30 つ） 30 峰50 95 150 3000 600 15 10矛、幽　　2000 2800　　　3500
捌ノ1　30～496、　　　　　7） 55 θ6 0～ lo ? 9 30 需o 35 450 95 150 30α｝ 600 i5 ！0ね1崎　　2000 29σ0　　　35θ0
袷’7本養財曝 65　　　75 50 06 08 互0 8 9 30 30 3） 450 95 150 3000 600 15 10，無～1　20002900　　3500
学 Y ト ? r 「 7 7　　　　　　　　　　　　　　雪 r 「 「 甲 ↑ r ■ r　　　　　　　　　　　　　　雪 7　　　　　　　　　　　　　マ マ　　　　　　　　　　　　　　　r1800男殴　18～29 65　　　　75 50 ⑪6 ⑪9 10 ? 9 3⑪ 25 」0 曝50 95 150 3000 600 15 10氷両　　2000 28⑪0　　　3500
ジ捌　　30～49 65　　　　7う 55 06 e忠 lo 8 9 30 30 3） 4⊃0 95 150 3000 600 】5 10藩、満　　2000 2900　　　3500
男14　50～6960　　　　　7、 5G 06 08 lo ? 9 30 25 30 45⑪ 95 i5⑪ 3000 6GO 15 10木痢　　2000 3100　　　350⑪
女橿　　18～29 5r　　　　65 9θ　　　　lo5 40 05 07 io 6 7 30 つo 25 350 95 150 300θ 6θo 1～ 8本幽　　　1600 27｛｝0　　　35θ0
拾’月ミ養財夢執 65　　　75 90　　　105 40 06 08 10 8 9 30 30 35 350 95 玉5G 3000 600 15 8木描　20003100　　3500
丁
? r 、 「 「 Y 〒　　　　　　　　　　　　7 「 、 「 〒 ▼ r ? r　　　　　　　　　　　　「 7　　　　　　　　　　　　〒 T　　　　　　　　　　　　　「1600男門　50～69 60　　　　75 ）0 06 o弩 lo ? 9 30 2r 30 450 95 150 3⑪00 6GO 1～ 10木紬　　20003100　　　3500
頻4　70以！ 55　　　　65 め 06 08 10 7 8 30 25 ⊃0 400 95 150 3000 600 15 lOオ、ヤめ　　2000 3000　　　3rOO
女糾　18～29 55　　　　6r 90　　　　105 40 o、 07 io 6 7 30 20 25 350 95 茎50 3000 600 15 8オ、滴　　　1600 27⑪0　　　3500
女博　30～49 5き　　　　65 go　　　　！o） 40 06 oフ 10 6 7 30 20 25 350 9） 150 3000 60〔〉 15 覇、幽　　　｝6θ0 2800　　　3500
桧与木養トi樫鼠 60　　　75 90　　　105 40 G6 08 玉0 8 9 30 25 30 3⊃0 95 豆50 3000 600 i5 8オ、鶴　　20003100　　3500
γ
? r ? r 、 ? 「門　　　　　　　　　　7 r 「 「 γ 7 r 、 r　　　　　　　　　　、 τ　　　　　　　　　　「r 7　　　　　　　　　　　「i400男穫　70以1 55　　　　6、 45 06 ⑪8 10 7 ? ，⑪ 2、 30 40⑪ 95 i50 30⑪0 600 15 10渉、植　　2000 3000　　　等500
女姓　　玉8～29 55　　　　65 90　　　　105 40 o⊃ 07 1⑪ 6 7 30 2⑪ 25 3～0 gr 150 3000 6⑪o 15 8木楢　　　1600 2700　　　3500
女桝　30～49 55　　　　6） go　　　　1⑪5 40 06 07 lo 6 7 30 20 つ5 350 95 150 3000 6⑪o i5 8メ、満　　　1600 2曾00　　　3500
女擁　50～69 ～『　　　　　6r go　　　　】⑪～ 邸 06 oフ ｝o 6 7 30 20 2r 3rO 95 lro 3000 ωo 15 ～．勧島　　1600 3100　　　3500
女醤　70塀1 50　　　　60 40 ⑪5 07 iO 6 ? 30 20 2r 350 95 i50 3⑪o（1 600 i5 8木で凶　　1600 2900　　　35⑪0
給与本養目押拭 55　　　65 90　　　io5
@　　　　ト









r 4 ト　　　　　、 昏　　　　　学 τ　　　　　　ト1200女糾　50～69 ～5　　　　65 9⑪　　　　lor 4、 ⑪6 07 Io 6 7 30 つ0 25 3つ0 gr 1「0 3000 600 15 S永画　　i600 3100　　　3500
女列　70以｝ ～0　　　　60 40 05 ⑪7 三〇 6 ? 3⑪ 2⑪ つ5 350 95 i50 3000 600 15 8オ、渦　　　1600 2900　　　350〔｝
給与為糊醒議 55　　　65 90　　　｝05 40 06 07 三〇 6 7 30 20 25 350 95 150 3000 600 i5 8氷♂渇　　貰600 3ioO　　3500

























汝雛　70以t 50　　　　　6⑪ 40 o、 ⑪7 le 6 ? りo 20 2『 350 95 ヨ5⑪ 3⑪00 600 5 8永イ両　　1600 2900　　　3500
給’フ．婦襲財㍗｛轟 55　　　65 90　　　105 40 06 07 圭0 6 7 30 20 25 350 95 玉50 3000 600 15 8，駅11￥I　l6003100　　3500
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「??????????」????
???〉???
??
Table．3一般食の予定給与栄養量と給与栄養目標量の比較結果（給与栄養目標量に達しなかった栄養素のみ抜粋）
???????
栄養素
　　　　l　　　　　　　　　　　i@　　　l　男性　　i　女性食種　1　　　　1
Zn M薙　　　レチノール当：量α一トコフェロール　　V．31　　　V．B6食物繊維　n－3系脂肪　n－6系脂肪Mg　　　　　Fe
i搬9）　　　（鵬9） （mg） （mg）　　（鮮gR£）　　（瓢9）　　（mg）　　（搬9）総量　　　酸　　　　酸i9）　　　　　　　（9）　　　　　　　（9）
　　　　　　l　　l　　l　　；　　i　　i　　i　　i@　　　　　l　　l　　l　　l　　；　　；　　i　　l@　　　　　；　　l　　l　　l　　；　　i　　i　　；岦H2200i麟ii1iiii　　　　　　l　　l　　l　　；　　l　　l　　｝　　｝　　　　　　；　　l　　l　　l　　i　　i　　l　　｛
35笠．3　士53．4　茎2．2　ま：4．2
@　A　　　　　　A
1◎．1土1．1
@　A
4．9　　ま＝0．6　680．◎士146．9　　8．3　　土1．7　　1．1　　＝圭0．2　　　】L7　　士0．2
@A　　　　　　8　　　　　　8　　　　　　B　　　　　　B
18．8　±2．9　　2．0　土0．8　　9．6　士2．4
@　B　　　　　　8　　　　　　B
　　1　　；　　1　　；　　l　　l　　；　　1
@　｛　　1　　；　　l　　l　　l　　；　　；
@　l　　l　　l　　l　　i　　｝　　；　　；Q0001　灘　1　騒　i　　　i　　　i　　　l　　　l　　　l　　l　　；　　i　　i　　l　　｝　　；　　；　　1　　；　　i　　l　　l　　；　　i　　；　　；　　i　　l　　l　　；　　｝　　；　　i
336．5　ま＝50．9　11．7　圭4．2
@　C　　　　　　A
9．4　士LO
@A
4．5　　ま：0．6　674．9土144．9　　8．1　　士L6　　1護　　土＝0．2　　】［．6　　土0．2
@A　　　　　　B　　　　　　B　　　　　A　　　　　　B
18．3 ま＝2．9　　2．0　　±0．8　　9．2　　土2．2
@　8　　　　　　8　　　　　　B
304．8　ま47．7　　10．9　ま：4．2
@　B　　　　　　A
＆6　止1．O
@B
4．4　　士◎．6　6玉6．8吏笠58．3　　7．3　　ま：L6　　1．0　　士0．2　　L5　　ま＝0．2
@A　　　　　　B　　　　　　B　　　　　A　　　　　B
16．6　」＝2．9　　　】L．8　　士0．8　　8．0　　土2．O
@　B　　　　　　8　　　　　　B
　　iiiiii目　　　　l　l緩i翻i灘i翻l　l蓋600；　　；　　；　　i　　i　　i　　i　　l　　｝　　1　　；　　i　　i　　i　　i　　l　　l　　；　　；　　i　　i　　i　　i　　｛　　1
290．4　土44．9　　】【0．3　ま＝3．6
@　君　　　　　　B
7．9　士0．9
@C
4．0　　士0．6　614．6土158．2　　7．2　　±＝笠．6　　1．0　　士0．2　　L4　　士0．2
@B　　　　　　B　　　　　　8　　　　　　A　　　　　　B
韮5．9　ま2．7　　1．8　土0．8　　7．8　士2．O
@　B　　　　　　8　　　　　　B
　　i　　　l　　　i　　　i　　　i　　　i　　　i　　　｝
@　；　　1　　；　　i　　i　　i　　l　　l@　；　　；　　l　　i　　i　　i　　l　　；鰍奄奄奄塩|i圏i國i∵
275。9　＝と43．4　　9．5　士2．2
@　3　　　　　　温
7 　土0．9
@3
3．6　ま＝0．6　615．7圭163．1　　6．4　土i．7　　0．9　土0．］L　　L3　　＝と0．2
@B　　　　　　8　　　　　　B　　　　　　A　　　　　　8
笠5．】【 士2．4　　　L5　　止0．7　　6．3　　ま＝L8
@　A　　　　　　8　　　　　　8
一iiiiiii覆i蟹262．9　士43．6　　9謹　　ま＝2．2
@　3　　　　　　A
6．6　土0．9
@3
3．4　　圭0．5　607．4圭145．3　　6．2　　＝とし6　　0．8　　土0．1　　L3　　＝長0．2
@8　　　　　　A　　　　　　3　　　　　　A　　　　　　A
笠4．8 士2．4　　　1．2　　土0．5　　5．7　　土1。5
@　　　　　　　　　　　　　　ρA 　　3　　　　 B
　　　　　　l　　l　　l　　l　　l　　l　　i　　i@　　　　　l　　l　　｛　　；　　；　　；　　i　　i@　　　　　｝　　1　　；　　；　　；　　；　　i　　i
諸ﾘ食1200iliiiii国i園　　　　　　1　　｝　　1　　；　　i　　i　　｝　　l　　　　　　l　　｝　　l　　i　　i　　i　　i　　i
247．3　土41．7　　8．2　　ま＝2．O
@　B　　　　　　A
6。6　士董．3
@8
3．1　　旗0．5　578．目土】L63．7　　5．8　　士L6　　098　　ま＝0．】L　　1．2　　ま：0．2
@3　　　　　　3　　　　　　B　　　　　　A　　　　　　B
雲 ．2　土L7　　L2　圭0．5　　5．6　＝と蓋5
@　B　　　　　　8　　　　　　B
ランクA：RDA以上、AI以上、　DG（下限）以上かつDG（上限）未満
ランクB：EAR以上かつRDA未満、A王未満、　DG（下限）．未満またはDG（上限）以上
ランクC氾AR未満
（mean　±　SD　，　n＝＝28）
???????????
?｝
????
?｝?
医療施設における「日本人の食事摂取基準」に基づく栄養管理システムの検討
養素についてのみ抜粋してTable．3に示す．ランク付
けの基準は，RDA以上，　AI以上，　DG（下限）以上か
つDG（上限）未満となったものを「A」，　EAR以上か
つRDA未満，　AI未満，　DG（下限）未満またはDG（上
限）以上となったものを「B」，EAR未満となったもの
を「CJとした．今回の献立においては，　UL以上とな
ることはなかった．また，エネルギー設定が低い食種ほ
ど，食事の量も少なく，栄養素の含有量は少なかった。
　3．軟菜食展開による栄養量の変化
　常食1200　kcal食から軟菜1200　kcal食へ展開するこ
とによって殆ど全ての栄養素の量が減少し，カリウムで
は一156．8mg（p＜O．Ol），マグネシウムー15．6　mg（p＜
O．Ol）　，　’SSv：　im　09　mg　（p〈　O．05）　，　en　一　O．1　mg　（p〈　ODI）　，
マンガンーO．3mg（p＜O．Ol），β一案ロテンー　336．1鮮g（p＜
0．05），oc一ト：コフェロールーO．4　pg（p＜0．05），ビタミン
B6－O．03　mg　（p＜0．05），葉酸一23．8μ．g　（p〈0．05），ノNoン
｝・テン酸一〇．2mg（p＜0．05），ビタミンC－7．8　rng（p＜
O．05），水溶性食物繊維一　O．4　g（p＜ODI），不溶性食物繊
維一1．6g（p＜0．01），食物繊維総量一　2．5　g（p＜O．Ol）と
なり，栄養量の減少が有意に認められ，特に食物繊維総
量・マグネシウム・カリウム・鉄で著しかった．
考　　察
　1．システムモデルにおける集約化について
　医療施設での食事の目的は，患者を申心としたチーム
医療の一翼を担い，食事療法の実践を通して適正な栄養
量を提供し，喫食していただくことによって，患者の疾
病治療及び健康の回復に貢献することにある．従来の「栄
養所要量」の考え方では，一般食において入院患者の年
齢構成から算出された荷重平均栄養所要量によって，多
くの施設で栄養・食事管理が行われてきた8｝．
　本研究では，「日本入の食事摂取基準2005年版の活
用」6）に示されているエネルギー集約という手法を使用し
た事により，科学的根拠に基づき，個人への適正な給与
栄養量を逸脱することなく適切な範囲内で食種を集約す
ることが可能となった．このように，本システムモデル
では，個々人に合った食事提供を目指し，個々人の集ま
りとして集団を捉え，エネルギー集約給与栄養呂標量
献立の展開といった形で，様々な段階において“集約化”
する手法をとる事によって，実際の施設での人的・物的
な経営資源の範囲を考慮しつつも：Evidenceに基づく精
度管理された効率的な食事提供と評価が可能であると考
えられる。これらの方法論は，他の治療食の作成時にも
応用することが可能と考えられた．また，こうした精度
管理された食事管理により，食事以外の他の栄養補給法
と組み合わせた総合的な栄養管理の実践が可能であると
推察された。
　2．献立の栄養量の評価及び栄養素不足の可能性につ
　　いて
　今回作成した献立では，複数回の補正を実施しても給
与栄養唱標量に達しない栄養素が数多く見られ，これら
の栄養素では不足の可能性があると考えられる．1996
年，イギリスのC．R。　Hankeyらの報告9）によると，高齢
者病院（Elderly　Care　Hospital）で提供されている食事
の栄養量について，イギリスの食事摂取基準（Dietary
Reference　Values：DRVs）と比較・評価した所，ナイ
アシン・葉酸・ビタミンD・NSP（非澱粉性多糖類Non－
Starch　Polysacchalide）・食物繊維などがRNI（reference
Rutrient　intake）未満（J－DRIsのRDAに相当）であっ
たと報告している．微量栄養i素の中には不足しているも
のが存在する可能性があると指摘されていることから
も，本研究上で見出された不足の可能性が高い栄養素が
実際に不足している可能性が高いと推察される．提供さ
れる食事量より喫器量が減少すると，栄養i素の摂取量は
さらに減少し，栄養素不足のリスクはより高まり，疾病
の治療効率の低下，合併症の発現，在院日数の延伸など
医療経済的にも悪影響を及ぼすことが考えられる．
　3．献立展開および形態調節による栄養量の変化につ
　　いて
　成分的な制限はなく常食に比べて調理法や食品選択の
変更により軟らかくした“軟菜食”では，水分を除く殆
ど全ての栄養量が常食からの展開によりさらに減少した
が，これらは，常食から軟菜食への展開による食品や料
理の変更，調理法の制約によって減少したと考えられ
る．特に，食物繊維・マグネシウム・カリウム・鉄で減
少が著しく，不足の可能性がより高まると考えられた．
　4．不足の可能性が高い栄養素について
　亜鉛は，その欠乏によって味覚障害，食欲不振，褥瘡
の発症，褥瘡の治癒遅延，貧！lk，持続性の下痢など多彩
な症状が引き起こされることが報告されている芝〔）’1］’，本
研究の一般食献立においてもEAR未満となった食種も
あり，潜在的に不足している可能性が高いと推察され
る．
　また，マグネシウムは平成ig年国民健康・栄養調査
結果12｝によると．現在の健康な日本人の摂取量でも，J－
DRIsと比較すると大幅な摂取不足状態にあると推察さ
れる．慢性的なマグネシウム摂取不足は2型糖尿病の発
症リスクを増加させ．メタボリックシンドロームの発症
にも密接に関わっていることも近年明らかにされてお
り13｝，マグネシウムの摂取量を増加させることが生活習
」慣病の予防・治療に重要な栄養素である．当初の献立で
は，EARに達しなかったため，カルシウム・マグネシ
ウムが強化されたふりかけなどを1週間に3～4回の頻
度で追加し献立を補正したが，それでもEAR未満もし
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くはRDA未満となった．マグネシウムを特に多く含有
する食品や特殊食品は数多く存在せず，有効的に補給す
ることが困難であった．食品レベルでは全粒穀類へ変更
したり，またサプリメントなどを活用することも考慮
し，マグネシウムの補給・補完方法の確立も今後の検討
課題である．
　5．医療施設における日本人の食事摂取基準の活用に
　　ついて
　世界各国で，DRIsの「個人」と「集団」との定義が
明確になされておらず，特定給食施設等においては対象
者を「個人」として取り扱うのか，それとも「集団」と
して取り扱うのかについて国際的なテーマとして議論が
なされている14）．」一DRIs（2010年版）の概要2）では，「個
人」・「集団」に加え「給食管理」をEl的とした場合の基
本的な活用の考え方も示されており，医療施設では「個
人」と「給食管理」の両面からの栄養管理が必要と考え
られる．
　本邦では2006年4月より，診療報酬として栄養管理
実施加算が新設され，保険医療施設において「入院患者
個々の栄養管理計画に基づきこれに適した栄養補給量が
施され，評価を行う」という栄養ケアマネジメントシス
テムが導入され，入院当初より個人の栄養補給量を算定
して栄養管理が行われ，「個人」を対象としたEBNに
基づく栄養ケアマネジメントが実施されつつある．一
方，医療施設の食事基準は現在の所多くの施設で独自に
作成し運用されているのが現状である．本研究で提唱し
た栄養管理システムでは，J－DRIsに示された基準身長
から求めた標準体重を基にE：ERを求め集約化して，根
拠に基づいて食事基準を作成した．このことから．本シ
ステムモデルは日本全国の医療施設で共通に使用するこ
とが可能であると示唆され，医療施設におけるJ－DRIs
の一般食の活用方法のモデルとして有用であると考えら
れる．じかしながら，各署・年齢区分における日本人の
平均的な身長・体重を基準にしているため，入院患者
個々人の健康状態・病状・栄養状態・身体状況やその変
化，さらには生活状況や各医療施設での状況を勘案しつ
つ柔軟に修正し，施設に合わせて運用していく必要があ
ると考えられる．
　6．医療施設における今後の栄養管理及び品質管理・
　　品質保証について
　医療施設における栄養管理は，現在，厚生労働省通知
による栄養素（エネルギー，たんぱく質，脂質，ビタミ
ンA，ビタミンBl，ビタミンB2，ビタミンC，カルシ
ウム，鉄，ナトリウム，食物繊維）と，各疾患の治療上
管理が必要な栄養素について重点的になされているが，
今後は本研究において明らかになった不足の可能性があ
る栄養素（ビタミンB6，α諮コフェロール，マグネシ
ウム，亜鉛，マンガン，カリウム，リン，n－6系・n－3
系脂肪酸等）についても管理を十分半行うと共に，J－DRIs
に示された全栄養素について適切な“範囲”を設定した
医療施設用の栄養管理基準が必要であると考えられる．
　さらに，医療施設で傷病者を対象とした場合でも，一
般食においてはJ－DRIsを運用することで，従来より栄
養管理・食事設計の品質が向上する可能性が見出され
た．リスクマネジメントの考え方を踏まえ，」一DRIsで
示された全ての栄養素について網羅した食事基準に基づ
く食事提供によって，“栄養管理の品質管理・晶質保証”
を行っていくことが重要である．
　この様な個別の臨床栄養管理の実践においては，本シ
ステムモデルによって給食管理業務を効率化すると共
に，全対象者に対して精度管理された栄養管理を実施す
ることが可能となる。EBNの実践と，特にリスクの高
い患者に対する個別対応やNST（Nutrition　Support
Team）活動を行うためには，本システムモデルの運用
が有効である．今後は，「日本人の食事摂取基準（2010
年版）」の策定に伴う本システムモデル改変と，さらに
治療食分野における各疾患ガイドライン及びJ－DRIsに
準じたシステムモデルの構築に向け検討していく必要が
ある．
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Nutritional　Care　Managerne耐Based　on　Dietary　Reference　lntakes　for　Japanese　in　Medlcal　Facilities
Yuta　KATOI｛i＞，　Midori　EBATAL’，　Etsuko　MURAKI2’，　Nobuyo　TSUNODA2’，　Kei　NAKAyMA2’　and　Keizo　KASOI　02・’
｝）Josai　University，　Graduate　School　of　Pharmaceutical　Science
　　2）Josai　University，　Faculty　of　Pharmaceutical　Sciences
　This　stしldy　was　investigated　to　improve　the　future　state　of　stai3dardized　nutritional　care　manageme蹴by　develop－
ing　a　nutritional　care　management　system　model　imr1edical　facilities　according　to　Dietary　Reference　lntakes　for　Japa－
nese，　2005．
　A　dietary　design　was　developed　by　staRdard　meals　consisting　of　six　normai　type　meals　and　one　softtype　meal
based　on　the　resuks　of　the　calculating　Estimated　Energy　Requiremeent　（EER）　fo｝”　the　subjects．　The　Desired　Dietary
Allowance　（DDA）　of　each　nutrient　was　also　adjusted　for　each　type　of　meal，　aRd　these　meRus　for　28　days　were　pre－
pared．　Then，　differences　of　nutrient　levels　aRd　shortages　or　excesses　of　nutrients　were　cassessed　by　comparing　DDA
and　calculated　nutrient　levels．
　A　comparison　of　DDA　and　calculated　nutrient　levels　revealed　that　nutrients　high　probability　of　shertages　were　Mg
and　Zn．　MaRy　nutrient　levels　were　also　decreased　in　softtype　meals　compared　with　norma1　type　meals．　P3rticularly，
shortages　of　dietary　fiber，　Mg，　K　and　Fe　were　very　conspicuous．
　In　the　case　of　medical　facilities，　quality　precision　of　the　nutritional　care　maiktagement　may　be　improved　using　this
system　model　confirmed　by　J－DRIs　and　gttidelines　for　diseases．　And　this　system　model　could　be　able　to　smpport　the
common　nutritioRal　care　mcanagement　in　many　medical　facilities．
　It　is　necessary　that　the　system　model　shou墨d　be　modified　accordi鍛g　to　J－DRIs　（20ユO　version）．　The　sys重em　rnodel
may　be　also　very　ttseful　for　developing　the　diet　therRc　py　of　maRy　diseases．
Key　words：　Dietary　RefereRce　IRtakes　（DRIs），　Evidence－Based　Nutrition　（EBN），　QuaHty　Control　（QC）　・　Quality
AssuraRce　（QA），　nutritioma1　care　management　system
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